スペイン語における複数形成について by 出口, 厚実
Title スペイン語における複数形成について
Author(s) 出口, 厚実





































































































































































































































































































































































写 幽　、 　　　一 　　　　　．　 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽． 　．　　　　　　　　　　　　　 「　　　　　　「
摘する。圃のリストに列挙される・Vs～Vesの間を揺れる不安定な複数形と，他方，　mam盗s，












































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　ノberbequ≦， borcegui， irani， israeli， pakistani。結果的に複数化の際一Vsと一Vesを同等に扱う傾
向があることは認められるが，これはKRittlovaの欝うとおり，強勢の存在を無視したためであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　む　　り　　　　　　　　　　　り　　り
るという証拠はない。また同化の条件が借用語の帰化の度合によるという語彙的な性質のものと
　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
も思われない。Vs形だけで現われる実詞のVは6，　a，6が大部分を占め，　Ves形で用いられ
一＿　一　　　’f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　翠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
る語はVがfに限定される。一方（1厳の，－Vs～Ves間の動揺が起こる不安定な実詞ではVは
　　　　　　　　注10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r
殆んど垂と｛である。従って強勢非高母音を語末に持つ実詞は複数語形一Vs＄をとり，強勢高億
　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
音で終る語は一Ves＄か一VsSに複数化されると一般化できる。
7）　これまで晃て来たように圧倒的多数の実詞は複数形で一Vs＄なる音韻形式をもつ。そこで
一Vs＃を複数形成における目標とみなすことで正unesなどの複数語形の存在が容易に説明される
t
ことを5）で明らかにした。4）ではV－s？の環境にeを補う規則図の根拠に疑念を示したが，
（＋plural〕を指定された実詞は一Vs砦を音声出力として課せられていると考えれば，その存在
に納得がゆく。（螺こはQ3）の如く，表磯音声構造上許容されない音連鎖の出現を未然に防ぐ機能は
ないが，㈱と協力して複数彩を一Vs薯の音形に実現するという共通の効果を発揮しているのであ
る。この点から見れば両規鋼を働の形に一本化して表記することもあながち不当とは言えない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノこの複数形成の目標にもかかわらずpapas， sofas　etc．に一Vs砦の語形が生じ，このタイプの勢
力範閉が大きくなりつつあるのは何故だろうか？　スペイン語では一Vs＃の中でも，6の前に強
「9　　　　　 v勢母音が立つ一VVs＃は一CVs＃に比べて非常に稀にしか起こらない。一益es＃，　－6ese，－6es＃，・6es＃，
－ies＃はいずれも動詞屈折の中に発見される音連続であるものの，実詞語形としては殆ど兇当ら
　ぬユエu・SL　　　　　　　　　　　　　　r　v
ない。ただし一VVs＃が動詞語形以外で忌避の対象になっているわけではない。　caos，　seis，1細s
や複数名詞形r≦os，　vias，　P6as，　g睡as，　seos，　teas，　boas，　coas，　vahos　etc．が多数存在するからで
　　　　　　　　ノある。従って一Ves＃はスペイン語の音韻構造上不可能な音結合ではないけれども，実詞語形と
しては事例が少なく，消極的な反面圏標（negative　target）になっていると見る方がよい。
t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y
　一方一Vs＃は一般の形態一Vs＃と異なり，複数語形としてはtS好まれないグ筈の音形である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11
しかし4）で見た通りこの語尾形式，とりわけ一6s＃は実詞にかなり普通に見られるものである。
　　　　　ノ複数語形一Vs＃のうちでcaf6s，　canap6s，　cors6s，　pies，　t6sなど一6s＃が最も安定しているのは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ恐らくこのような音韻構造上の理由によるのであろう。－6sが突破口となって一般に一Vsを許
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　ノ容する道が開けたとの憶測も成り立つ。圃⑳に典型的に見られる一Vesと一Vsの変動は，複数
v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
彫としての目標構造一Vs＃に適合する一Vesと，音韻配列の上では一Vesよりも受け入れられ
　　　　ノ
易い一Vsとの措抗に原霞し，今日次第に後．者が地歩を得ている状況である。語末のsの代りに
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　ノ
他の子音を入れ替えた音連鎖一VeC＃と一VC＃を比較してみればその理由は歴然とするであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
－
al，6r，　an，6θ；．6i，6r，6n，6θ；一≦1， ir，　in，　ie；－61，6r，6n，6e；－61，　tir，　tin， deなど一VC＃はど
れも完全に可能な音韻群であるが，－6el，6e1，6el，　iel，丘el，……色tc．一▽eC＃は，僅かな例外を除き，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノスペイン語らしい響きをもつ正常な語とは認められない。前者の音結合群の存在は，－Vs＃をよ
り自然な語尾形式と感じさせる大きな要因である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きこカ
　⑳に棚示されるpapases，　cafeses，　etc．の方言彩や俗語のpieses，　feses，　corseses，　maniqulses
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
等の形態はどのようにして生じたのか？－Vが陵数化され一Vsになった後．で再びVsesと複数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ化されると見る向きもある。しかし一Vs＃は既に見て来たように避けられるべき不安定な語尾で
　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　ノ
はない。それ故一Vsから一Vsesへの2回蔭の複数形成の動因がなくなる。むしろ次のように考
えた方がよいと思われる。papaの複数形としてまず，後数形成の音．韻的目標1こ適合するpapaes
　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
が生まれる。ところが一Ves＃が局部的な弱いnegative　targetであるため嫌われ，6epentesis
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノを適用されないで通常形のpapasも生じる。　Veの2母音連続を積極的に回避するもう一つの手
段はこれらの間に子音を挿入することであり，この場合，選ばれた子音がsである。5）のqs）図で
実詞の語尾形式の3つの類型を示したが，a，　b，　c各群でC3と表わされている部分で最も普通
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　ノ　　　　　　　　　ノ　　　ソのタイプは次図のようにCl，即ち子音が1ケで，先行母音に強勢のある　一VC，－VCV，－VCVs
である。子音のep6ntesisが要請されるのは㈱図におけるa1群の空隙を埋め，パタンの均斉を
鋤
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得ようとする圧力のためだと理解できる。
　以上の考察から，pap6，　mam6，　so雌などを働ep6ntesis規則の単なる例外とみることは不適
当だと結論せざるを得ない。また（12）を廃止して團と入れ替えることも現状を反映していない。も
しそうすればmarroqufes，　israelies，　pakistanfes，　etcの複数形を作り出すことができなくなる
からである。本論は⑬の存在を確認し，㈹を次のように修正する。
　⑳　　　　　　V　　｝
　　　　〔〕一一・e／＋streSS　l－S＃（・pti・nal）
　　　　　　　　、十high　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12
この規員弓は先行強勢母音が6，6，6の時は適用されないから，MAMA・S，　SOFA・S，　CAFE・S
etc．は影響を受けない。従ってFoley，　Saltarelllの体系におけるようにCAFEESは派生過程
に生じないので，（7）の縮約・短化の2規鋼は複数形成法に関して不要である。　BAMBO・S，∫A・
BALf・S，　TISC・S，　RUBf・S等は強勢高母音が最終母音となるので⑳を任意的に適用される。そ
こで㈲に見られるとおりbam聴s－bamb丘es，　jaballs－jabalies，　tis6s－tis6es，　rubis－rubfesの変異が
発生するわけである。又⑳の複数語形を持つ方言の文法は劔の代りに任意規則として個のe
　　　　　　　　　ノ　鯛　　〔）→s／V～es＃（optional）
ep6ntesisを有し更に圏のsep6ntesis任意揺1則も含むことになるだろう。
8）Final
　小論はap6cope説を斥け，音声出力上の制限と複数形成における音韻的目標の概念を導入す
ることによってep6ntesis説を裏付ける根拠とした。－CC＃を忌避する表面音声条件はC－s＃の
環境にeを挿入するep6ntesisの存在理由を説明する。同時にこれは一Vs＃の複数目標にも合
致する規則であることがわかる。一方，強勢母音で終る実講の複数形に動揺現象があるのは，
「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 v
－Ves＃を弱いnegative　targetとする表面音声制約と複数目標一Vs＃との抗争の結果であること
を指摘した。また一Vsで終る語の複数形は，－Vs＃自身が複数派生の霞標出力である数，複数化
が適用されないで，音彫的に単数と全く同じ語形をもつ。全体を遍して，これまでの分析におい
て語彙項冒の個別的特徴として，あるいは例外規則素性として辞書に委ねられていた部分の多く
が正常な形態音韻現象として規則化できることを明らかにした。　　　　　　（1973．7．20）
〔注〕
1。特に断わらない限り，本論での引用部分のスペKン語は凍文通りである。ここでは音素表記による。
2．John　Ly・ns：lntr・ducti・n　t・the・retical　linguistics，　1968，　L・nd・nの西訳版，30hn　Lyons（1971）
　　の§5．3．5Los　alomorfosに，訳者が｛寸け加えた解説。
3．Saportaの掲げる実際の規則では3つの部分規則a，　b，　cが順位づけられていて，簸後の・esが適罵さ
1
　　れるべき環境は省略されており，V≒6の条件も付されていない。ここではわかりやすくするため環境
　　をすぺて明示して無順位で適用可能な形に改変したFoleyの引用を利用する。
4．Foleyは基底表示でlong　eとshort　6を区別して，6の本来の意図はミ短い一一eを示すためだが，本
　　論ではこれらの差は有意義でない故，（3）におけるのと圃様，無強勢のeを表わしているものとする。
5．基底形に余分な・eを付けておき強勢規則の適用後，ap6copeでこれを消去する手法はAgard（1967：
　　pp．158－159）｛こも見られる。
6．　Troubetzkoyの用語。　Principes　de　phonologie　p，77。
7．　Ecaterina　Goga（1970）　｛こよると　Nuevo　diccionario　i1ustrado　de　la　lengua　espafiola．　1－R，
　　Enciclopedla　Sopena，4a　ed，　Barcelona中に54例発見され，調査対象となった名詞総数の0．25％を占
　　めるという。
8．本論ではcaf6sなどを導き『出すためには規艮［］（7）の必要性を認めない〔第7）節参照）。一般音声規則とは
　　別に形態音韻過程として同一音連続の短音化規則が要求されるケースがあることは事実である。例えば
　　vivi・is→viv｛sにおけるような1三→iの変化を説明するのに不可欠である。しかしこの規員【jが｛7）の形
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式で表わされるような一般的な形態音韻規瑚として存在するかどうかは疑問である。
GUnther　Haensch（1972）もbajaesは今臼では‘‘ant量cuado”であると注記している。
上注9参照。bajaesと並んで彼はfricandoesも“pedante”として撲除する。この2語を除くと，（19）
の語はすべて強勢母音fか6を有す。
zを〔s〕に発音する方言ではArbe1・i　ez，硯ez，　Garclez，　Narv盃ez，　P6ez，　Pe1益ez，　Saez等の人名に存
在する。
Francisco　Trinldad（1969）がAm玉chesの劇作品中からMadridの俗語として収録したもの。
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